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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第２四半期連結
累計期間

第11期
第２四半期連結
累計期間

第10期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日

至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 199,890 262,988 415,521

経常利益（百万円） 8,140 11,718 17,050

四半期純利益又は当期純損失（△）　

（百万円）
4,638 769 △21,122

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△7,118 8,121 △4,923

純資産額（百万円） 152,995 160,941 154,085

総資産額（百万円） 321,995 410,325 385,772

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）

（円）

55.78 9.25 △253.99

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.1 38.8 39.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
12,601 8,487 23,460

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△6,043 △4,401 △16,501

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,642 △8,261 7,619

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
76,737 85,428 87,491

　

回次
第10期

第２四半期連結
会計期間

第11期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日

至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）（円)
28.78 △41.46

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。また、第10期につきましては、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載して

おりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では堅調な消費を背景に穏やかな景気回復基調が続き、欧

州では債務危機による長期の景気低迷に底打ちの兆しが見え始めてきました。また、アジアでは中国が輸出減少傾

向から回復しつつあり景気を下支えていますが、インドやインドネシアは自国の通貨安の影響で景気が減速に転じ

ました。一方、日本経済は、アベノミクスの影響に伴う株高や円安がプラスに作用したことから、景気は回復基調

となりました。自動車産業におきましては、北米、中国等で引続き自動車生産は増産となったものの、欧州では横

ばい、日本、東南アジアでは減産となりました。

　このような状況下、当企業グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、全地域で前年同期から増収とな

り、また、円安基調が継続したことから、2,629億88百万円（前年同期比31.6%増）と増収になりました。また、主

に増収による増益で営業利益は131億97百万円（前年同期比54.2%増）、経常利益は117億18百万円（前年同期比

44.0%増）となりました。一方、四半期純利益は米国反トラスト法違反の罰金70億13百万円を特別損失として計上

したことで７億69百万円（前年同期比83.4%減）となりました。

　セグメント別の業績に関しましては、以下の通りであります。

①　日本

　日本におきましては、震災復興需要やエコカー補助金で高水準であった前年同期と比較すると自動車生産高が僅

かに減少したものの、当社売上高は528億25百万円と前年同期とほぼ横ばいとなりました。一方、営業利益は合理

化による経費削減に努めたものの、製品MIXと材料費率の悪化の影響で38億33百万円と前年同期比10.4%の減益にな

りました。

②　米州

　米州におきましては、引続き堅調な経済情勢下で自動車生産、販売とも増加したことや円安の影響もあり、当社

売上高は1,180億34百万円と前年同期比38.9%の増収になりました。また、営業利益は、メキシコでの人件費増加と

いう減益要因があったものの、増収による増益と円安効果を含む材料費低減で18億57百万円と、前年同期比79.2%

の増益になりました。

③　欧州

欧州におきましては、依然として債務危機の影響により、各国の自動車生産高は横ばいで推移しましたが、当社売

上高はUK向け及びロシア向けビジネスが伸長した他、為替の影響もあり、728億77百万円と前年同期比35.5%の増収

になりました。また営業利益は、増収による増益に加えて固定費削減が進み、8億23百万円となりました（前年同

期は1億77百万円の損失）。

④　アジア

　アジアにおきましては、東南アジアやインドで僅かに自動車生産高が減少しましたが、中国では増産傾向が継続

しました。当社売上高は中国での増収や各国での為替の影響もあり、664億90百万円と前年同期比51.5%の増収にな

りました。また営業利益は、増収による増益に加えて材料費低減が寄与し、65億74百万円と前年同期比96.5%の増

益になりました。

　

(2)　財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、4,103億25百万円と、前期末に比して245億53百万円の増加となりまし

た。これは主に、前期末比で円安が進んだことによる外貨建資産の為替換算額の増加によるものであります。負債

につきましては、同期間末で2,493億83百万円と、前期末に比して176億96百万円の増加となりました。資産と同

様、主に前期末比で円安が進んだことによる外貨建負債の為替換算額の増加によるものであります。

　純資産につきましては、７億69百万円の四半期純利益を計上し、円安が進んだことによる為替換算調整勘定の増

加もあり、全体として前期末比68億56百万円増加の1,609億41百万円となりました。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は前連結会計年度末に比べ20億63百万円減少

し、854億28百万円となりました。

　　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローにおいて、資金の増加は84億87百万円(前年同期は126億１百万円の増加)と

なりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益47億５百万円、減価償却費85億61百万円及び仕入債務の

増加54億59百万円による資金の増加に対し、売上債権の増加107億27百万円及びその他流動資産の増加47億18百万

円により資金が減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローにおいて、資金の減少は44億１百万円(前年同期は60億43百万円の減少)とな

りました。これは主として、設備投資に伴う有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出73億３百万円による

ものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローにおいて、資金の減少は82億61百万円(前年同期は56億42百万円の増加)とな

りました。これは主として、長期借入金の返済による支出67億92百万円によるものです。 

 

(4)　対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当企業グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費の実績は109億24百万円であります。なお、当第２四半期連結累

計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

  

EDINET提出書類

タカタ株式会社(E02249)

四半期報告書

 5/22



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 325,473,600

計 325,473,600

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 83,161,700 83,161,700
東京証券取引所

（市場第一部）

　権利内容になんら限定のな

い当社における標準となる株

式であり、単元株式数は100

株であります。

計 83,161,700 83,161,700 － －

　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
- 83,161,700 - 41,862 - 42,328 
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＴＫＪ株式会社 東京都港区赤坂五丁目２番２０号 43,361 52.1

高田　重久 東京都品川区 3,650 4.4

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）

　

東京都中央区晴海一丁目８番１１号

　

　

2,514 3.0

MSIP CLIENT SECURITIES

　

(常任代理人　モルガン・スタ

ン　

 レーMUFG証券株式会社)　

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON

E14 4QA, U.K.

(東京都渋谷区恵比寿四丁目２０番３号

 恵比寿ガーデンプレイスタワー)

2,285 2.7

RBC IST LONDON-CLIENTS ACCOUNT

　

（常任代理人 シティバンク銀行

　株式会社）

　

7TH FLOOR, 155 WELLINGTON STREET WEST

TORONTO, ONTARIO, CANADA, M5V 3L3　

（東京都品川区東品川二丁目３番１４号）

　　

　

1,822 2.2

　

高田　暁子　

 

　

東京都港区

　

1,711 2.1

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目１１番３号　

　
1,617 1.9

　

株式会社三井住友銀行

　

　

東京都千代田区丸の内一丁目１番２号

　

1,300 1.6

　

メロン　バンク　トリーティー

クライアンツ　オムニバズム　

（常任代理人 株式会社みずほ銀

　行決済営業部）　

　

ONE BOSTON PLACE BOSTON, MA 02108　

　

（東京都中央区月島四丁目１６番１３号）

　　

1,150 1.4

本田技研工業株式会社 東京都港区南青山二丁目１番１号 　         1,000

　

 　 1.2　

   

計 － 60,413 72.6

  （注）ハリス・アソシエイツ・エル・ピー(Harris Associates L.P.)から、平成25年2月20日付けの大量保有報告書

(変更報告書)の写しの送付があり、平成25年2月15日現在で以下のとおり保有している旨の報告を受けており

ますが、当社としては当第２四半期会計期間末時点における実質的所有株式の確認ができませんので、上記大

株主の状況には含めておりません。

　氏名又は名称 住所　
保有株券等の数

（千株）　

　株券等保有割合

（％）　

　ハリス・アソシエイツ・エ

ル・　　　

　ピー

　 2 North LaSalle Street, Suite 500,

   Chicago, IL, USA, 60602　
　株式　2,853 　3.4

　計 　－ 　         2,853 　3.4
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） －　 －　 －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 　300 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式　83,157,400 831,574 －　

単元未満株式 普通株式　　　 4,000　 － －　

発行済株式総数 83,161,700 － －

総株主の議決権 － 831,574 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が56株含まれております。

 

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

タカタ株式会社
東京都港区赤坂二丁目12

番31号
     300 －    300     0.0

計 －    300 －    300     0.0

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 (1)退任役員

　役名 　職名 　氏名 　退任年月日

　取締役兼執行役員 　第一顧客本部長 　上野　保彦 　平成25年9月30日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,217 85,961

受取手形及び売掛金 86,763 101,574

有価証券 5,494 2,753

たな卸資産
※1 57,724 ※1 60,218

その他 27,885 34,093

貸倒引当金 △2,786 △3,110

流動資産合計 263,299 281,490

固定資産

有形固定資産 87,822 89,029

無形固定資産 5,753 5,590

投資その他の資産
※2 28,896 ※2 34,213

固定資産合計 122,472 128,834

資産合計 385,772 410,325

負債の部

流動負債

買掛金 34,194 41,106

短期借入金 22,608 23,513

コマーシャル・ペーパー 2,000 2,000

1年内返済予定の長期借入金 11,538 9,335

未払法人税等 3,227 3,676

製品保証引当金 46,909 47,821

その他 32,262 43,756

流動負債合計 152,740 171,210

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 32,132 28,228

繰延税金負債 12,180 14,309

退職給付引当金 10,502 11,399

役員退職慰労引当金 507 530

その他 3,623 3,705

固定負債合計 78,946 78,173

負債合計 231,687 249,383
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 41,862 41,862

資本剰余金 42,328 42,328

利益剰余金 89,663 89,185

自己株式 △0 △0

株主資本合計 173,853 173,375

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,619 6,742

繰延ヘッジ損益 △247 △16

為替換算調整勘定 △25,490 △19,258

在外子会社の年金債務調整額 △1,374 △1,501

その他の包括利益累計額合計 △21,493 △14,033

少数株主持分 1,725 1,599

純資産合計 154,085 160,941

負債純資産合計 385,772 410,325
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 199,890 262,988

売上原価 164,638 220,332

売上総利益 35,252 42,655

販売費及び一般管理費
※1 26,691 ※1 29,457

営業利益 8,561 13,197

営業外収益

受取利息 314 376

受取配当金 119 512

特別退職金減額益 － 545

投資有価証券売却益 317 －

その他 475 298

営業外収益合計 1,227 1,732

営業外費用

支払利息 505 427

為替差損 770 2,508

その他 372 276

営業外費用合計 1,648 3,211

経常利益 8,140 11,718

特別損失

米国反トラスト法関連損失 －
※2 7,013

特別損失合計 － 7,013

税金等調整前四半期純利益 8,140 4,705

法人税等 3,437 4,041

少数株主損益調整前四半期純利益 4,703 663

少数株主利益又は少数株主損失（△） 64 △105

四半期純利益 4,638 769
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,703 663

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,581 1,123

繰延ヘッジ損益 100 230

為替換算調整勘定 △10,375 6,231

在外子会社の年金債務調整額 34 △126

その他の包括利益合計 △11,821 7,457

四半期包括利益 △7,118 8,121

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △7,100 8,228

少数株主に係る四半期包括利益 △18 △106
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,140 4,705

減価償却費 6,662 8,561

投資有価証券売却損益（△は益） △317 －

固定資産除売却損益（△は益） 16 △32

受取利息及び受取配当金 △434 △888

支払利息 505 427

売上債権の増減額（△は増加） 2,494 △10,727

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,203 △1,590

仕入債務の増減額（△は減少） △2,559 5,459

その他の流動資産の増減額（△は増加） 87 △4,718

その他の流動負債の増減額（△は減少） 720 9,362

その他の固定負債の増減額（△は減少） 117 △29

その他 484 1,474

小計 12,715 12,003

利息及び配当金の受取額 434 888

利息の支払額 △550 △466

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 2 △3,937

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,601 8,487

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △7,399 △7,046

有形固定資産の売却による収入 191 199

無形固定資産の取得による支出 △311 △256

その他 1,474 2,702

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,043 △4,401

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,130 △1,138

長期借入れによる収入 13,016 934

長期借入金の返済による支出 △10,431 △6,792

配当金の支払額 △1,247 △1,247

その他 174 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,642 △8,261

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,726 2,112

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,474 △2,063

現金及び現金同等物の期首残高 67,263 87,491

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 76,737 ※ 85,428

EDINET提出書類

タカタ株式会社(E02249)

四半期報告書

14/22



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　当第２四半期連結会計期間より、アジアにおいて１社を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。　

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

商品及び製品 10,422百万円 12,108百万円

仕掛品 11,579 12,062

原材料及び貯蔵品 35,722 36,048

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

投資その他の資産 18百万円 18百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給与手当 6,276百万円 7,957百万円

研究開発費 10,424 10,924

 

※２　米国反トラスト法関連損失は、米国司法省との間で合意された米国反トラスト法違反に関する罰金であり

ます。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 77,987百万円 85,961百万円

有価証券勘定（譲渡性預金等） 3,842 2,753

預入期間が３か月を超える定期

預金及び譲渡性預金
△5,092 △3,286

現金及び現金同等物 76,737 85,428
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月23日

取締役会
普通株式 1,247 15 平成24年３月31日 平成24年６月11日 利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの  

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月22日

取締役会
普通株式 1,247 15 平成24年９月30日 平成24年12月７日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日

取締役会
普通株式 1,247 15 平成25年３月31日 平成25年６月10日 利益剰余金

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの  

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月６日

取締役会
普通株式 1,247 15 平成25年９月30日 平成25年12月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
日本

（百万円）
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

調整額
（百万円）
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（百万円）
（注）２

売上高        

(1）外部顧客への売上高 34,963 78,428 50,721 35,777 199,890 － 199,890

(2）

　

セグメント間の内部売

上高又は振替高
17,782 6,544 3,043 8,102 35,474 △35,474 －

 計 52,746 84,973 53,765 43,880 235,365 △35,474 199,890

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
4,281 1,036 △177 3,345 8,486 75 8,561

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額75百万円には、セグメント間取引消去111百万円、及びのれん償却

△36百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
日本

（百万円）
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア
（百万円）

計
（百万円）

調整額
（百万円）
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（百万円）
（注）２

売上高        

(1）　外部顧客への売上高 33,443 109,992 68,786 50,765 262,988 － 262,988

(2）

　

セグメント間の内部売

上高又は振替高
19,381 8,042 4,090 15,725 47,239 △47,239 －

 計 52,825 118,034 72,877 66,490 310,228 △47,239 262,988

セグメント利益 3,833 1,857 823 6,574 13,089 108 13,197

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額108百万円には、セグメント間取引消去144百万円、及びのれん償却

△36百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 55円78銭 9円25銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 4,638 769

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 4,638 769

普通株式の期中平均株式数（千株） 83,161 83,161

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

 

 

EDINET提出書類

タカタ株式会社(E02249)

四半期報告書

19/22



２【その他】

配当に関する事項

　　 平成25年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　 （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・1,247百万円

　 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・15円00銭

　 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成25年12月６日

　　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　

　

EDINET提出書類

タカタ株式会社(E02249)

四半期報告書

20/22



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月13日

タカタ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堀　　　健　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　　靖　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタカタ株式会

社の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２５年７月１日

から平成２５年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２５年９月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タカタ株式会社及び連結子会社の平成２５年９月３０日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。　

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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